
 

 

 

 

 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析のパッケージ化ソフトウエア 

   

 

 

 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦソフトウエア解析後のデータ処理をパッケージ化しました。 
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 １．概要 

 ２．測定データ 

 ３．ＣＴＲソフトウエア 

 ４．ｒａｎｄｏｍ試料Ｔａｂｌｅ(DefocusTable)作成 

 ５．配向試料の解析 

  ５．１ 入力データのＥｒｒｏｒ確認 

  ５．２ 作成されるデータ 

 ６． ＯＤＦファイル作成 

 ７． ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ向けファイル作成 

  ７．１ 作成されるデータ 

 ８．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによる解析 

 ９． 解析結果の退避と表示 

  ９．１ 結果の退避 

  ９．２ データホルダの Outmax.txtを選択 

  ９．３ 入力データのＥｒｒｏｒ確認 

  ９．４ 極点図表示 

   ９．４．１ 極点図３Ｄ表示 

   ９．４．２ 等高線表示 

   ９．４．３ 相対密度極点図表示 

   ９．４．４ 等高線レベル表示 

   ９．４．５ 等高線色変更 

  ９．５ 等高線の平滑化 

 １０． ＯＤＦ図解析 

  １０．１ 表示ＯＤＦ図を１画面、３画面にする 

  １０．２ ＯＤＦ図等高線レベル変更 

  １０．３ ＯＤＦ図に対する結晶方位表示 

  １０．４ 等高線の平滑化 

  １０．５ 平滑化ＯＤＦ図のｓａｖｅ 

  １０．６ ＯＤＦ図から結晶方位をサーチ 

  １０．７ Ｆｉｂｅｒ解析 

  １０．８ ＯＤＦ図より方位密度計算 

  １０．９ ＯＤＦ図より規格化方位密度計算 

  １０．１０ 方位密度と規格化方位密度比較 

 １１． 逆極点図表示 

  １１．１ 逆極点３６Ｂｏｘ密度計算 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 アルミニウム材などは異方性確認にＸＲＤによる極点測定からＯＤＦ解析が利用されているが 

   ＸＲＤの測定では平均方位測定の可能な揺動機能を備えたＳｃｈｕｌｚの反射法が採用されている。 

   更に、粗大粒の場合、複数サンプルの平均値が計算されている。 

   この様な測定データに対し、データの信頼性の確認が必要になります。 

   何時、何処でも、同じ結果が再現できなければなりませんが、この結果を得るためには、 

   同一条件での測定、解析、評価を行う必要があります。 

   本資料では、測定されたデータに対しＣＴＲソフトウエアとＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの組み合わせで 

   評価します。 

２．測定データ 

 ｒａｎｄｏｍ試料 

  

 配向データ 

  

 

３．ＣＴＲソフトウエア 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦパッケージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ｒａｎｄｏｍ試料Ｔａｂｌｅ(DefocusTable)作成 

 

 バックグランドを削除し、ＴＸＴ２ファイルを作成 

 

  

  

  入力データ   計算されたＴＸＴ２データ 

 

 

 

 

 



 計算されたＴＸＴ２からＤｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥ作成 

 

 

ＴＡＢＬＥが登録されます。 

 

 

 

登録されたデータの先頭に指数が配置される様、測定データのファイル名は指数で始まるようしてください。 

 

測定時、ホルダで試料の属性を表現し、ホルダ内は指数で始まる極点測定データとします。 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ソフトウエアの入力データはＡＳＣファイルのみです。 

ＡＳＣデータ以外の場合、変換ソフトウエアが必要になります。 

作成されるデータ 

 Defocusホルダが作成され以下のファイルが登録されます。 

  

   DefocusTABLEファイル 

 



５．配向試料の解析 

 

バックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ処理、最小Ｒｐ％処理を選択しＣａｌｃ 

  

処理結果 

 

 

最小化Ｒｐ％の効果 

{111} 4.2%->2.95% 

{200}4.78%->3.9% 

{220}5.8%->4.67% 

計算は、defocus曲線の 

最適値を計算しています。 



５．１ 入力データのＥｒｒｏｒ確認 

  

 

許容限界（±１．５％）を超えた凸凹や右側が下がる場合、入力データの見直しが必要になります。 

凸凹する場合 

 測定データのバックグランド修正が必要です。 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２の修正機能 

  ＰｏｌｅＢａｃｋｇｒｏｕｎｄＥｄｉｔｏｒによる修正 

右側が下がったり、上がったりする場合 

 ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を修正 

  ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＣａｌｃなどによるｄｅｆｏｃｕｓＬｉｎｅの見直し 

５．２ 作成されるデータ 

   



６． ＯＤＦファイル作成 

  

 

 Optionで対象 ODFソフトウエアを選択し 

 ConditionSaveを行うと、次回は、saveされた ODFソフトウエア用で起動されます。 

  

 

 



７． ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ向けファイル作成 

 

 

変換データが表示 

 

 ７．１ 作成されるデータ 

 

 

 

 

    StandardODFの入力データ 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによる解析 

 作成されたデータを入力 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９． 解析結果の退避と表示 

   

９．１ 結果の退避 

 StandardODFの作業ホルダは C:¥ODFで結果は上書きされます。この結果をデータホルダに退避 

  

  

 

 

 



９．２ データホルダの Outmax.txtを選択 

  

 再計算極点図を表示し、StandardODF処理結果の表示ソフトウエアが操作可能になります。 

  

 

 



９．３ 入力データのＥｒｒｏｒ確認 

 ±１．５％以内を確認する。大きい場合、入力データの見直し 

  

９．４ 極点図表示 

  

  

 

 

 



９．４．１ 極点図３Ｄ表示 

  

  

９．４．２ 等高線表示 

 

 等高線は４０本で表示されています。本数変更は極点図をマウスクリック 

  

  ステップ間隔を変更 

 

 



９．４．３ 相対密度極点図表示 

  

  

  

  

  

  

  

  

 



９．４．４ 等高線レベル表示 

  

 

 

 

相対密度極点図は等高線レベルの最大値が同一になります。 

 

９．４．５ 等高線色変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 最大値が４．２８に対しステップを０．５とする。 

 色を選択する。 

  

 

 

 

 



 グレースケールで表示 

  

 グレースケール相対密度で表示 

   

 

 

９．５ 等高線の平滑化 

 

 

 

上下５点による移動平均 

中央の重みと繰り返しを入力 



１０． ＯＤＦ図解析 

  

  

 画面サイズの変更はここ 

 あるいは、常におなじサイズする場合 

  

       

      入力する 

 

 

 

 

 

 



１０．１ 表示ＯＤＦ図を１画面、３画面にする 

 １画面は、目的とするφ２断面をマウス中央をクリック 

 ３画面は 

   

  同一φ２角度を入力（０、０、０）すると１画面 

  例えば（０、０、４５）の場合２画面 

（０， ３０，４５）の場合３画面 

ＡｘｉｓＤｉｓｐｌａｙにチェックを入れるとφ２角度が表示される。    

Ａｘｉｓ角度を表示する場合、ファイル名は表示されません。  

 

  

 Ａｘｉｓ表示なし 

  

 

 

 

 

 



１０．２ ＯＤＦ図等高線レベル変更 

 マウスク左リック 

 

    等高線本数変更  

   

    極点図と同様に色の手入力をサポートします。 

  等高線の最大値を固定し、他のＯＤＦ図と比較 

    等高線幅を変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．３ ＯＤＦ図に対する結晶方位表示 

 マウス移動に対しリアルタイムで方位を表示 

  

 マウス左クリックで方位を固定 

  

 マウスクリック位置を黒の＋表示、整数化した{hkl}<uvw>から計算した Euler角度位置は赤の○ 

 

 

 

 



１０．４ 等高線の平滑化 

  

 極点図と同様に、中央の重みと繰り返しを指定して平滑化が行われる。 

 

１０．５ 平滑化ＯＤＦ図のｓａｖｅ 

  

 

 ｓａｖｅファイルホーマットを選択しｓａｖｅを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．６ ＯＤＦ図から結晶方位をサーチ 

 サーチ変数 

   

 サーチ 

  

 サーチ結果は赤○ 

 

 

 



サーチリスト 

 

多重性が２以上では 

 

１０．７ Ｆｉｂｅｒ解析 

 

β－ｓｋｅｌｅｔｏｎの±１ｓｔｅｐは近傍の最大値 

   ＰＳは主たる方位密度を表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 



１０．８ ＯＤＦ図より方位密度計算 

  

 ±１ｓｔｅｐは周辺密度の最大値を使用 

 材料によって、方位のずれが発生する場合、±１ｓｔｅｐを使用する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．９ ＯＤＦ図より規格化方位密度計算 

 ＯＤＦ図上では方位によって、４：２：１で表示される。この値をすべて２で表示することで 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎと同程度の方位順位が得られる。 

  

  

１０．１０ 方位密度と規格化方位密度比較 

  

  

 

 



ｈｋｌｕｖｗｌｉｓｔＤｉｓｐｌａｙソフトウエアは最大８個のｌｉｓｔ比較が可能 

 

 

 

４：２：１の方位に対し、１／２：１：２の比率で処理を行っています。 

 

 

 

 



１１． 逆極点図表示 

 

 

 

  

 極点図、ＯＤＦ図同様に平滑化も可能 

 

 

 

 

 

 



  

 等高線表示はＯＤＦ図と同様 

  

 マウスカーソルに移動に対しリアルタイム表示、クリックで方位を固定 

 で方位の手入力をサポート 



１１．１ 逆極点３６Ｂｏｘ密度計算 

 逆極点図を等しい面積で３６分割し、平均密度の算出 

  

  

 数値化 

  

  



複数のＬｉｓｔ表示 

 

 


